
二次 の相転移

抵抗のきめ手になるフエル ミ球上の電子の波数 毎 が大 きいため ioGal

orderの影響のみをうけて伝導電子の Spin disorderによる散乱確率

が萩少 し･したが?て P < Po となるo Tcのす ぐ上の温壕ではス ピン配列

のゆらぎが非常に大 きくなると共にそれが可成 り long rangeなものとな

るo kF の小さい伝導電子は ･この long rangeな範囲にわたるスピン配

列のゆちぎの影響をうけて ,その散乱確率が大 きくなり(臨界散乱 )Ip>

po となるの (b)の場合 pの温覆依存性は Parrott(J･Phys｡ Chem･

solids呈萱(1982)'1457)によって半現象論的に革められたものと大体

一致 しているE,

NH4ハ ライ ドと NaNO2GJj核磁気共 鳴

伊 藤 原 書 (阪大基 工 )

NH4ハラ イドは orientational order-disorderの典型的な例で ･

古 くか ら多 くの研究が行われているt,これについて.N言毎 イオンの動的特

性をしらぺる目的で行った核磁気共鳴 (主 としてハロゲ ン核の)の結果を述

べるo 得 られた結果を要約すれば .NH4イオンがその対称軸のまわ り紅行

う束縛回転は orderingの暮夜には殆んど顎償はな(60rderingの定

合いによって ･Tlおよび fcscl型からずれる場合には )e2qQ が大 き

く変化することがわか り.これか ら orderingdegree が亀鑑の関係と

して求め られたO 転移温乾の近 (では ,Shortrange urder 申ありさま

も原理的には求められる筈であるが .この程蜜の精密の実験では観測は鞠難

であったO-定温蜜で圧力を加 えるこ ,転移がおこる場合があるので .高圧

下の実験が面白いと思われる∩
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NaN02 はその強誘電性に関係Eして,多(の重要な研究が国内で行われて

きたt,われわれは Naの核磁気共鳴を測定して .何等かの新 しい知識を得よ

うと試みたo Lか し.元来 ,この塩の双極子としてはNO2イオンが荷ってお

り.Naの N.M.Rに関しては N02の反転に伴っ でその位置も変化するの

で.量的な知識を得ることは困難であった.,,しかし,orderした状態でも .

'e2qQに異常に大きい温乾変化が認められること .転執 点では少 しではある
が jump らしい様子を示す こと,更により 高 塩 でもe2gQ の淡少が観測 さ

れることなど.他のイオン結晶に比 してかな り特異な性質を示すことが判っ

たo Lか し,Na の測定では NO2それ 自身での測点に比 して得 られる知識

に限界が生ずるこ.tは当然であって,われわれの実験結果もその解釈は困難

であったo e2qQ-以外紅 ,巾及びTlの温変変化をも測定 した｡

E SR と常磁性-反強磁性転移

伊 達 宗 行 (阪大歴 )

ネ- i,温瞳 TNを持っ反強敵陸佐は,一般にT> TⅣで常磁性共鳴 ,T<

TⅣでは反強電性共鳴を示すが ,､T～ T村では常磁性及び反強磁性共鳴共に

かなりいちじるしい Iinebroadeningを示す車が知 られており.これは

para-antiferro-transitionにおける shortrange order effect

の一つの表現と見なされているO

ここではこの linebroadeningに注gL.これが short･rangeorder

effectの比較的少い ,いわば完全な反強磁性路から,非常に多 くのshort

range ordereffectを示 しTNより高温側に多くのエン トロゼ-を残

しているような不完全な反強磁性体に至る色々の物質の中か ら,特に代表的
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